
京丹波シンフォ
〜千年先までプロジェクト〜
輪と和でつなぐ人と人
チーム京丹波（2023〜 2025年）
3年間のあゆみとこれから

蹴鞠をきっかけにした仲間づくりからスタートした3年間
2026年 2月　チーム京丹波



チーム京丹波はじまりのきっかけ

自然が豊かで住みやすいはずなのに・・

そこで、
有志による
まちづくり組織

「チーム京丹波」が
生まれた。

弱まっていく地域の姿

なんとかしたい。

課題ばかりが増えていく。

このままでは「なんとかな

らへんかなぁ」という意欲

も絶えてしまいそう。

もう 1度スタート地点にも

どって持続可能な地域社会

づくりにチャレンジしよう。

1年目（2023 年）準備委員会発足（蹴鞠をきっかけにした仲間づくりがスタート）

チーム京丹波創立の理念	
【京丹波の豊かな自然・人々の暮らしを千年先までつなげる】

目　的	
●住んでいる人が住み続けたいと願う地域をめざす。

	 ●都市部の人が移住したいと願う地域をめざす。

	 ●地元の食文化、伝統文化を活かした京丹波ブランドを想像し、観光、国際交流の里・
ＫＹＯＴＡＭＢＡをめざす。

＊「想像」＝すでに知っている事実・観念をもとにして、新しい事実・観念を作ること

・３０～４０代の在郷働き手に地域の負担が集中してい
る。（草刈り、子育て、町内の用事など）

・利用されなくなった地域の施設の活用をどうするか。

・コロナ過がすぎても、以前のように住民が集う機会が
減ってしまった。（祭り、交流会など）

・運転免許を返納した年配の人たちのサポートをどうし
よう？

　などなど
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全体解決に向けて課題と課題をつなぎお互いの課題を解決。

アルモンデビジネス（スモールビジネス）

で共同体事業の運営経費を

持続的に産み出していく。 地域内の交流 地域外との交流

拠点

文化交流

交流サポート

移動サポート

マッチングサービス

駄菓子屋

PR、施設活用、

イベント、祭り、、

住民と拠点をつなぐ
など

車で自宅と拠点を往来する
機会を活用　など

農林酪農業、空き家

などの活用

国際交流、学生、、

スモールビジネス

観光、特産品、、

移住者、田舎暮らし体験、、

円卓会議 放送局

広場・ホールたこ焼き屋

直売所

1年目の取り組み
チーム京丹波が考える
「千年つづくまち」のしくみ

得意なことや趣味を活かせることなどで役割分担

ひとりひとりが主人公
まちづくりの共同体が形成されれば、一部分の事業に取り組むのも
全体の事業に取り組むのも負担感はあまり変わらない。

地域内でまわす経済と地域外とつなぐ経済（環境保全や福祉活動などを含む）
ループ経済W
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1年目の取り組み
京丹波の文化イベントを楽しんでもらいながらチーム京丹波の PRとメンバーを募集しました。

けまり体験会
2023 年 8 月 5日

会場／篠原体育館（旧和知第 2小学校）

共催／チーム京丹波発足準備委員会、京丹波町国際交流協会

後援団体／京都府南丹広域振興局、京都府教育委員会、京丹波町、

京丹波町教育委員会、（一社）京丹波町観光協会

あまづらブンブン㏌京丹波
～食でつなぐ蹴鞠の文化～
2024 年 1 月 27 日

会場／京丹波町山村開発センターみずほ

主催／チ－ム京丹波発足準備委員会（事務局：アトリエ蒼天）

※大雪のため中止

体験会！ 「食」でつなぐ蹴鞠文化
～けまりの里 京丹波をめざして～
2024 年 3 月 2日

会場／京丹波町道の駅 味夢の里

主催／チ－ム京丹波発足準備委員会

後援／京都府南丹広域振興局、京都府教育委員会、京丹波町、京丹波町教育委員会、

（一社）京丹波町観光協会、（一社）森の京都地域振興社、京都新聞

協力／そねっと（「椿餅」製作）

みなさん、時間の経つのも忘れたかのように鞠を追いかけていました。そねっと

さんが再現された昔ながらの「椿餅」のやさしい甘さも大好評でした。

ＫＥＭＡＲＩ文化を未来へ、そして世界へ！
京丹波町蒲生野区　新年区民交歓会

けまり体験会

2024 年 1月 28 日

主催／蒲生野区役員会

協力／けまり鞠遊会

新年区民交歓会のイベントのひとつとして

「けまり体験」でお招きをいただき、

地元の皆さんと一緒に蹴鞠を楽しむことが

できました。

あまづらブンブン in 京丹波  甘葛煎講演会
テーマ「あまづらせん」って、なぁ～に ?
2023 年 12 月 9日

会場／和知ふれあいセンター

｢ナツヅタさがし｣ 午前中

講演会は、午後開催。

美女山里秋まつり
2023 年 10 月 21 日

会場／美女山里農園

畑仕事（芋掘り）の

あと、焼き芋と焼き栗

を食べながら交流。

イベント活動
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これまで
の課題

急ぐ
課題

急がない

これからの
課題

地域おこし協力隊の立場が・・

（特に夜は）
飲食店が少ない

空き家のマッチングが
上手くいかない

町から出ていく
若者

学校合併・・？

学生さんが
遊べる場所

人口減少

高齢化

働きたい
子育て世代が
働きにくいシステム

国際交流
（日本語わからない、
地域の方との
コミュニケーション不足）

新しいコト・モノ
にチャレンジする
人が少ない
（きっかけづくり）

宿泊場所・アクセス・食事

京丹波の知名度
（京丹後？
　丹波篠山市？
　丹波市？
　南丹市？）

使われていない
公共施設の活用

家業を継がない・継げない
農業で食べていけない
つくっても売り方がわからない
お金になる仕事・・
農業で食べていくためには・・？
地域でお金が回るシステム

地域の良さ
（自然、暮らし、
食、学校教育）
を知る、再認識

役場・
議員さんと
町民との
距離を近く

駄菓子屋
たこ焼き屋

地域の
魅力づくり

魅力再発見

つなぐ
放送局

拠点
・泊まれる
・集まれる

みんな
楽しめる
祭り・BBQ
・イベント経験へ・・

やったこと
だけでなく
話したこと
覚えてる

長寿をよろこびあい、
安心して子育てできる
まちづくり

職場が無い

地域防災

資源の利活用

情報共有

情報

農業を学びつつ泊まる

気軽に聞けるチャンス
をつくる

農業に関わる
草刈り体験会

農地を守って
いかなければならない

新規ではない農家に
補助金が無い

暮らしやすい田舎

イベントに、店に、
お客が来てほしい

山を守る人が
減っている
（山の知識がなくなる）

公共移動手段
（観光客・地元）

山の知識や昔の暮らし
を知りたい

移住して
店をオープンする人が
宣伝するのがむずかしい

薪がほしい人と
木を切ってほしい人
とのマッチング

山が荒れて
災害につながる

1年目の取り組み

みんなの｢困りごと｣を話し合いながら、

地域の課題を整理し、共有。

課題マップの共有
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2年目の取り組み

自転車お出かけイベント
サイクリングツアー「宝物」さがし
京丹波町の方向け（町民以外も大歓迎）

・地域の新しいコミュニティを作りたい！

・自転車で一緒にお出かけが出来る仲間を増やしたい！

・イベント参加者さんに京丹波町のおすすめスポットを教えて欲しい！

そんな思いからサイクリングイベントを開催！

第 1回 2024 年 9 月 7日「森林浴の癒し！質志鍾乳洞公園ピクニックサイクリング」

旧質美小学校（質美笑楽講）を発着点として約 20kmの距離をお寺や、神社で休憩し

つつ、のんびり自転車で走りました。

みんなでお弁当を持参して質志鍾乳洞公園で昼食。

第 2回 2024 年 11 月 23 日「お散歩サイクリング　石と岩と紅葉・黄葉」

京丹波の宝物　ヒト、モノ、コトをたずねて行ってきました。

第 3回 2025 年 3 月 8日「京丹波の宝物　ヒト・コト・モノをさがして」

お天気に恵まれて、和知の河岸段丘を走ってきました！

道の駅「和」を出発！地域の方々とも交流することができました。

けまり体験会
2024 年 9 月 22 日　
関西大学近藤ゼミ・フィールドワーク
（道の駅 味夢の里）

2024 年 9月 27 日　
京丹波町立丹波ひかり小学校

2024 年 11 月 6日　
京都府立須知高等学校

京都文化博物館特別展 ｢和食｣ 4.26 ～ 7.6 で、
京丹波町産 ｢甘葛煎｣ が展示された

居茶菓屋
2024 年 11 月 10 日、2025 年 3月 9日

お茶とお菓子とおしゃべりで小休止

場所／能満神社

集まって楽しく人と情報の交流の場として、

チ－ム京丹波に新しく「居茶菓屋くらぶ」

がはじまりました。

古代の甘味料「甘葛煎」の
再現ワ－クショップ・2025
あまづらブンブン㏌京丹波
2025 年 1 月 9日事前作業、1月 13 日本番

場所／京丹波町道の駅「和」

主催／チ－ム京丹波

奈良女子大学の前川佳代先生にご指導、ご協力をいただき、参加者にも

好評でイベントは大成功となりました。

京丹波の「宝物」マップづくり
京丹波の宝物を共有。さらに新たな宝物を発掘する。

イベント活動

＜第 1回＞

＜第 2回＞

＜第 3回＞
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3年目の取り組み

チーム京丹波のまちづくり活動を持続可能にするために、

拠点づくりとアルモンデビジネスを開発中。

スマホ・パソコン困りごと
何でも相談会
2025 年 8 月 24 日、9月 28 日、10 月 26 日、11 月 23 日（12 月

からは「みんなとつながるワ－クショップ」として実施）

場所／京丹波町交流ラウンジこだち、道の駅丹波マーケス

地域の困りごとの大きな課題のひとつ「スマホやパソコンの使い

方がわからない」に向き合い交流する場をつくりました。

さらに書道体験や絵てがみ体験ワークショップも行いました。

金曜よいの市
チーム京丹波 PR ブース参加
2025 年 9 月 5日、12 日、19 日、26 日、10 月 17 日、31 日

（今後も継続実施予定）

場所／和知駅前

レッドコーン収穫祭＆竹炭づくり
ワークショップ
2025 年 10 月 25 日

（今後も継続実施予定）

場所／京の丹和農園

めずらしい野菜の収穫とモノづくりの

楽しさに参加者のみなさんが大満足の

1日でした。

～けまりの里・京丹波をめざして～ 
能満神社「蹴鞠はじめ」と体験会
2026 年 1 月 11 日

場所／能満神社

主催／チ－ム京丹波

「新聞を見てきた」と言って

１時間前から能満神社に来て

くださった方もありました。

チ－ム京丹波の夏まつり
2025 年 8 月 4日・5日（今後も継続実施予定）

場所／上野の交流スペース

竹を使ったモノづくりワ－クショップで制作したファ

ミリーイベント「流しそうめん」などでたくさんの方々

と交流することができました。

京丹波町から蹴鞠の交流を～けまりの里
・京丹波をめざして～
令和 7 年度京丹波町民大学講座 2
2025 年 7 月 5日

イベント活動
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3年目の取り組みと今後の目標

文化イベント

会員募集活動

京丹波の宝物を生かした
アルモンデビジネス

地域を豊かにする
つながり経済

まちづくりプロジェクトの最初の 2年間の活動で、将来ビジョンや持続可能な事業

のしくみをつくりました。3年目は、京丹波の宝物ヒト・モノ・コトを活かした多

様な文化をテーマとしたイベントを行い、チーム京丹波の PRと仲間づくり、さらに

はスモールビジネスの開発を行なってきました。

そして、さまざまなイベントの企画、準備、広報、実施をしながら、当面のゴール（数

年以内に達成したい身近な目標）

についてみんなで

話し合っています。

まちづくりの人と情報の交流拠点づくりとしてはじめた
居茶菓屋を継続可能な事業に育成する。
（チーム京丹波のノウハウを提供するなどスモールビジネ
スを検討）

●散策
京丹波の文化スポットを巡ったり食文化を楽しむ。
●文化体験
蹴鞠を京丹波の文化として定着させる。
京丹波の知られざる多様な食文化を掘り起こして
多くの方に体験していただく。

チーム京丹波をより多く
の方に知ってもらうため
の PR活動を継続しなが
ら仲間づくりに努める。

新しく生み出したりどこかから持ちこんだりするのではなく、すで
に京丹波に「あるもんで」ビジネスを開発する。
今は、地域のやっかい者となっている「竹」をありがたい者にしよ
うと、炭や器などを試行錯誤しながらつくっています。

「困りごと」を「できること」に。
交流しマッチングすることで、
地域経済を豊かにする。

無理せず楽しみながら続けていく！

お茶とお菓子で交流
居茶菓屋
2025 年 4 月 13 日、5月 6日、6月 8日、22 日、7月 1日、13 日、28 日、8月 3日、

10 日、9月 14 日、10 月 12 日、13 日、11 月 10 日、16 日（今後も継続実施予定）

場所／能満神社

お茶、ヨモギ茶、お茶請け（玄米おにぎり、つくだ煮など）、お菓子を楽しみ

ながら、ぼちぼちと交流拠点づくりに励んでいます。

また、居茶菓屋の交流の場を活用して、けまり稽古やビジネスモデルづくりの

ワ－クショップなどを行なっています。

みんなとつながるワ－クショップ
2025 年 12 月 21 日、2026 年 1月 25 日、2月 22 日（予定）、3月 22 日（予定）

場所／道の駅丹波マーケス・フリースペース

もっと多くの方に参加していただきたくて道の駅のオープンスペースをお借りし

ています。

第１部　スマホ・パソコンなんでも相談 ＆ 絵てがみ体験
ワ－クショップ
第２部　ずっとつづく京丹波を考える交流ワ－クショップ

竹林の利活用
竹をつかった モノづくり
ワークショップ
2025 年 12 月 13 日、28 日（今後も継続実施予定）

場所／京丹波町上野交流スペースとその周辺

竹のコップやミニ竹ぼうき、竹炭づくり、ミニ門松など

3 つの拠点
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企画／チーム京丹波　・　公式ウェブサイト　team-kyotamba.jp
制作／NPO法人いのちの里京都村

（令和7年度京都府地域交響プロジェクト交付金事業）
3 年間のあゆみとこれから


